
Vol. 12　No. 142 知財ぷりずむ　2014年７月― 130 ―

“DCに来たらRock Creek Parkへ”
のススメ

　私の住むワシントンDCには、特許関係の
仕事をする日本人がよく来られます。出張は
もちろんですが、研修、駐在、パテント・エ
ージェント試験受験などを目的としてリピー
ト滞在される方も多いです。しかしその割り
に、そうした日本人特許関係者にほとんど知
られていなくてもったいないなあと常日頃思
っている場所がワシントンDCにあります。
それがロック・クリーク・パーク（Rock 
Creek Park）です。
　ロック・クリーク・パークは、削られたダ
イヤモンド形のワシントンDC内にあって街
を南北に縦断している巨大な公園です。「パ
ーク」とはいっても日本でそう呼ぶような公
園ではなく、単なる森に近いものです。地形
的に谷になっているところで、中央にはポト
マック川に流れ込む支流河川ロック・クリー
クが流れています。その川沿いの一帯の森
が、米国国立公園協会（NPS）の管理する国
立公園に指定されているのです。

　古くはアメリカン・インディアンが狩猟や
漁、また採石をする場所だったそうです。
Rock Creekの名前はそのあたりからきたの
でしょう。後年、ヨーロッパからの移民が入

ってくると、彼らはその辺りの土地を農地と
して利用し始め、Rock Creek川沿いに大き
な石臼を置いた水車小屋、つまり製粉所をつ
くりました。今でも水車小屋跡がいくつも残
っています。南北戦争時には、南軍歩兵の歩
みを困難にするため北軍側が木を伐採して森
を丸坊主にし、倒した木を障害物としてパー
ク中にばら撒いたそうです。標高差がある地
形を活かしてフォート（要塞）も造られ、今
でも要塞跡が残っています。
　そのような歴史を経て、ロック・クリーク
・パークが連邦政府によって、国民の福利厚
生のための公園と定められたのは1890年のこ
とです。そんな昔に、国民のレクリエーショ
ンを目的とした場所にする決定を下した連邦
政府はなかなか豪気だったと思います。それ
以降、今日に至るまで、このパークは恐らく
公園創立当時とたいして変わらない状態で存
在し続けています。

　パークには整備された遊歩道だけでなく、
鹿や狐などの野生動物がつくった獣道に近い
トレイルが縦横に網目のように走っていま
す。これらの道は、丘あり、谷あり、小川あ
りの未舗装道で、そこを歩くのは散歩という
よりトレッキングに近いものになります。
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　またパークの中央を縦断するようにビーチ
・ドライブ（Beach Drive）という車道が通
っていて、平日は通勤路としても機能してい
ますが、週末には歩行者・自転車天国になり
ます。そこでは、排気ガスフリーのランニン
グやサイクリングもできます。

　来るとわかるのですが、こんなに自然豊か
な場所が一国の首都のど真ん中にあるという
のは驚くべきことです。街中の大公園という
と、ニューヨークのセントラル・パークや東
京の新宿御苑を思い出すかもしれませんが、
人間の手によって開拓され整備された、それ
らの公園とは全く趣が違います。街の中心に
自然森が一つボン！と存在している感覚で
す。そこには野生動物がたくさん住んでお
り、実に贅沢で、素晴らしい場所なのです。
　ところが、日本から来た人にこのパークの
ことを話すと、皆さん一様に「へえ、DCに
そんなところがあるんですか」と言われるの
です。何度も来ているリピーターでも、たい
てい「そんな場所がありましたっけ？」とい
うような反応をされてしまいます。それが私

にはもったいなく感じられます。たいていの
人はDCに仕事で来ているわけですから、散
歩するような時間はないのかもしれません。
でも、それにしても、せっかくDCに来てい
るのに、すぐそこにある豊かな自然に触れず
に帰ってしまうのは、とてももったいないと
思えます。
　実は私の自宅はパークから１ブロックしか
離れていないところにあります。今の家に住
み始めたのは10年前なのですが、家探しをし
ていた当時は、パークに近いなどということ
はまったく考慮しておりませんでした。ワシ
ントンDC内にある職場への通勤に楽だとい
うのが主たる理由で引越して来たのですが、
引越ししてから１カ月ほどしてひょんなこと
から大型犬を預かることになり、散歩をしな
ければならなくなりました。それで初めて、
自分がどんなに自然に恵まれた場所に引越し
して来たかを理解したのです。
　ロック・クリーク・パークの利用法で、私
のオススメはなんといっても散歩。てくてく
とひたすら歩き、疲れたら小川のほとりに腰
掛けてせせらぎの音を楽しむ。ストレスフリ
ーで非常に健康的な時間が過ごせます。今度
ワシントンDCに来られる方で、私とペット
犬といっしょに散歩をしてみたいと思われた
方は、ぜひご連絡下さい。ロック・クリーク
・パークを一緒に楽しみましょう。
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